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当協会は 2019 年６月に合併新設し、設立と同時に専務理
事を拝命しました守屋です。

経済産業省では、資源屋として鉱山保安行政を中心に国際
技術協力や地球環境にも携わっていました。

○自然界と対峙してきた資源産業
鉱山は、鉱業権として鉱区設定し国の認可を受け、採掘、

選鉱や精錬を行って地金等を出荷します。非鉄金属の地金価
格は海外市場に連動するためリスクの大きい産業です。かつ
て石炭は、製鉄と共に我が国の高度経済成長期を支えた中核
産業でした。少し話が長くなりますが、地中が作業現場であっ
た炭鉱での実例を紹介します。

炭鉱では入坑前に ｢キャップランプ｣、｢ 防塵マスク｣、｢メ
タンガス測定器 ｣ や ｢CO 自己救命器 ｣を装着し、北海道では
立坑より地下１,０００ｍまで降りて、高温多湿の採炭切羽周
辺では落盤の有無やガス濃度測定を中心に巡回指導を行い、
採炭予定区域の先導坑道は物静かで閑散とし、いつ起きるか
わからない『ガス突出警戒区域』は重要な監視ポイントです。
九州では入坑から採炭現場まで人車等を乗継ぎ９０分以上の
坑内移動が必要で、『坑内火災』も常に隣り合わせ。また採
炭が終了すればその跡は充填せずに『自然崩落』させるため、
坑内待避所で聞く数十ｍが空洞となった吊り天盤の崩落地鳴
りは凄まじいものでした。

炭鉱災害は、一度に数十人や数百人規模の死亡事故が断続
的に発生するなど、今では想像を絶する地下での作業現場が
存在していたのです。

１９８５年のプラザ合意による円高ドル安は、我が国産業構
造の転換期の始まりで、資源量が豊富な石灰石鉱山などを除
き、国内の炭鉱や非鉄金属鉱山が次 と々閉山しました。筑豊
などでは地表一帯が陥没する鉱害が発生し農地や家屋の復旧
事業に取り組み、炭鉱労働者における石炭じん肺訴訟が社会
問題化し、非鉄金属鉱山の採掘跡地では半永久的な坑廃水
処理など、これらは国内資源産業における負の側面として今で
も続いています。

２００６年には東シナ海において中国が日本の国境近傍で石
油開発に着手したため、これに対抗する形で我が国の権益確
保 ( 原油は鉱業権 ) をするために、物理探査船の建造予算約
７００億円が急遽大臣折衝により措置されました。経産省で船
舶を所有するために防衛省、気象庁や農水省など各省庁を訪
問し、船種選定や指図書作成の業務にも携わりました。

○当業界に期待するもの　
建設業での工事の流れはゼネコンから専門工事業という系

列が基本になっていますが、その中でも専門性を生かした様々

なものがあります。
先ず物探船の建造では、船舶は観測船やトロール漁船など

用途別に入札が分かれ、発注 ( 設計 ) から竣工までの一気通
貫、つまり営業から設計、施工、予算管理まで専門の造船会
社が一手に引受けるスピード勝負でした。もう一つは、設計者
と施工者 ( 現場職人 ) が対等に付き合うには幾つかの壁があ
るものの両者が責任の所在を明確にした事例として、ゼネコン
と寺社建築を専門とする業者が連携して共同開発した工法な
ど革新的な建築手法があります。

これらと同じ流れを組める素地が当業界にはあると思いま
す。資源産業と同様に自然界に連帯し地質データ等には膨大
な蓄積があります。

これらの施工技術の構築を結集した基礎建設業、“地下の
匠”として新たな展開に繋がるものと期待できますし、それと
同時に自然界に対峙する産業として、地下ハザードに対する適
切な対応も可能とされるところです。　

　　
○最後に

我々の業界は、パイル・ポールの製品 ･施工の高度化、多
様化など技術に裏付けされた安全を構築して国民に安心を提
供することが第一の使命です。

どの産業界においても国連サミットで採択された「持続可能
な開発目標（SDGs）」は、もはやビジネスにおいて世界共通の
ゴールといっても過言ではありません。SDGs と事業の紐付け
や従業員意識調査を踏まえ、優先課題、目標を明確にした経
営への統合が鍵となっています。

会員各社における製造及び施工現場での工程管理の効率化
や労働作業改善のための ICT 化による標準化戦略と共に、
SDGs に基づくカーボンニュートラル低炭素社会などの様 な々進
展に対して協会としても支援したいと思っています。

現在はコロナ禍からの回復基調にありますが、米国のある
教授は、ネット社会により産業構造の転換が進み、今回のパ
ンデミックは更なる社会の分断化、貧富の格差が鮮明化し、
働く意義が失いかけていると警鐘を鳴らしています。であるか
らこそソーシャルな連環帯の構築を再認識することが、その重
要性を帯び高める必要があります。

当業界は世間には“気付かない”“見えない”箇所での役目
を担っている分、地味で目立たぬ存在ですが、間違いなく素
材産業、建設業として社会基盤を支え、その一角を担う重要
な責務を有している業界です。それは誇りとして働き方や生き
方にも通じるものと思っています。

注）本稿は、感想を含め文責は個人に帰属します。
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